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◆笠利支所から、住用支所から………………11 面
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今 月 の ペ ー ジ 奄美市の人口・世帯数
（  推  計  ）

（平成 20年２月１日現在）

世帯数 20,764 世帯
人口総数 48,841 人
男性  22,646 人
女性  26,195 人

●ヤスデ駆除剤について
市では、薬剤購入について、半額の補助を行っております。

販売先 住所 電話 商品名 金額 内容量

奄美農業共同組合 小浜町 19-2 52-3321 コイレット 609 円 １袋３ｋｇ

翔薬（株） 真名津町 13-58 54-0030 シャットアウト 625 円 １袋３ｋｇ

※購入する際には、必ず印鑑を持参してください。

【奄美に初めて来られた方へ】 【ヤスデの大量発生を防ぐには、 ヤ
スデの棲みにくい環境にすることが
最も大切です。】

【そこで、 春先に発生してくるであろ
う亜成体ヤスデに備えるために】

【山裾の伐採、 集団作業】 【ヤスデの卵と幼虫 （1/9 撮影 ：白く点在してるのが幼虫）】

ヤスデの生息し難い環境づくりを、 地域全体で一体

となって、 繰り返し実施することが大切です。
【お問い合わせ先】
名瀬総合支所 環境対策課 52-1111（内線 241、242、243）
住用総合支所 市民課 69-2111（内線 102）
笠利総合支所 市民課 63-1111（内線 40）

現在、 奄美群島ではヤンバルトサカヤスデと
いう不快害虫が発生 ・ まん延しております （平
成４年に初めて異常発生）。
人や農作物に被害を与えたりはしませんが、

おびただしい数で群遊したり、 塀や壁によじ
登ったり、 家屋の中に侵入したりすることから、
非常に不快感を与えます （特にセメントなどの
アルカリ成分を好むようです）。
市や県では、 このヤンバルトサカヤスデがこ

れ以上まん延しないように、山裾などの伐採や
薬剤散布をはじめとして、生態を把握 ・研究し
たり、薬剤の開発など様々な対策を行ってきて
おりますが、他の生態系への影響を考えると根
絶は不可能に近い状況です。
ご自宅の敷地内に侵入 ・発生したヤスデに

ついては、 ご自分で処理していただくしかあり
ませんが、急傾斜地の山裾や河川沿い ・側溝
など、個人で手に負えない場合はご相談くださ
い。
また、処分する際に、ヤスデを燃やしたり熱湯

をかけたりすると青酸ガスを発生しますので、そ
のまま可燃ゴミ扱いで出されてください。

昨年は秋口から例年の約倍以上の発生が見
られたことから、 異常発生した地域ではかなり
の数の産卵があったと思われます。また、 ヤス
デは一度に１５０～３５０個の卵を産みます。
ヤスデの卵や幼虫は４月ごろまで地中で棲

息しており、 ５月ごろより亜成体として地表に出
てきて活発化してきます。
しかも、 ヤスデが地中（１０ｃｍ～２０ｃｍ）に居

る間は、薬剤散布の効果もありません。

ヤスデは餌となる落ち葉などのあるところや、
日当たりの悪い湿った場所を好むので
①山裾や土手の草払いや下草刈りを徹底し、
日当たりをよくしましょう （ヤスデは日光に非
常に弱いです）。

②側溝は周辺を含めて清掃し、 ヤスデが雨水
に流れて移動するのを防ぎましょう。

③また、一軒一軒個別で行うよりも、自治会 ・
集落単位など出来るだけ広範囲で、 周囲の
方と一斉に行う方がはるかに効果的です。

④薬剤散布は、ヤスデが地上で活動を開始す
る時期に行いましょう。早くて４月ごろからと
予想されます。
ただ、 使用の際は使い過ぎに注意しましょう
（１㎡に１０ｃｍ幅が目安です）。
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【名瀬湾】

固定資産課税台帳に価格等を登録した旨のお知らせについて
固定資産課税台帳に価格等を登録した旨お知らせします。
このことにより，平成２０年４月１日から新年度の課税内容（土地・

家屋・償却資産）を閲覧し，又は証明書の交付を求めることができるよ
うになります。

土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧について
奄美市内に土地・家屋の固定資産を所有する納税者について、平成

２０年度土地・家屋価格等縦覧帳簿を作成したので下記のとおり縦覧に
供します。
納税者の皆さんが自己の資産と市内に所在する他の土地や家屋の価格

を比較できます。
この帳簿は、平成２０年１月１日現在で作成してあります。
詳細については税務課へお問い合わせください。

記
１．縦覧期間 平成２０年４月１日から
 平成２０年５月３１日まで（土曜日・日曜日及び祝日は，除く。）
２．縦覧時間 午前８時３０分から午後５時１５分まで
３．縦覧場所
・奄美市名瀬幸町 25番 8号奄美市名瀬総合支所税務課固定資産税係
電話 0997-52-1111 （内線）110・111

・奄美市住用町西仲間 111番地 奄美市住用総合支所市民福祉課税務係
電話 0997-69-2111 ( 内線 ) 105

・奄美市笠利町中金久 141番地奄美市笠利総合支所市民課税務係
電話 0997-63-1111（内線）25

お伺いします 「出前講座」 （オーダーメイド） ＝住民要請方式です。

～まずはお電話ください～
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「出前講座」 は， 皆さんが 「知りたい」 「聞きたい」
「学びたい」 ことについて，  市役所の職員等が講
師として出向いて説明するものです。
■講座内容

市民生活， 国保， 福祉， 保健， 環境， 教育， 文
化，  共生 ・ 協働など内容は多岐 ・ 多彩です。 オー
ダーメイドな要望に的確に応えるために，  先ずは，
①講座の具体的な内容②実施希望日③実施会場
④受講予定人数⑤講師への要望等をお聞きかせく
ださい。 その後，  市民協働推進室が担当課と打ち
合わせます。
■対 象

市内に在住または勤務する方でおおむね１０人以
上の団体やグル－プ
■開催日時
担当課や講師となる職員の業務上の都合があります
ので，  やむを得ず日程を変更させていただく場合
もありますので， ご了承ください。
■会 場

申し込みをされた団体やグル－プの方が用意した
場所で行います。 地区の公民館や集会

場等を使用する場合には，  使用料は無料となりま
す。
■申込方法
開催予定日の１０日前までに，  「出前講座実施申
請書」 を提出 （郵送・ＦＡＸも可） してください。 「出
前講座実施申請書」 は市民協働推進室 （３Ｆ）  に
あります。 また、 奄美市のホームページからもダウ
ンロードできます。
■費 用
講師料は無料ですが，  会場の利用料がかかる場
合は受講者負担になります。
■その他

政治 ・ 宗教活動 ・ 営利を目的とするものなどは，
受付できません。 また， 「出前講座」 は学びの場で
あり，  討論の場ではありませんので， 講座の目的
に反するようなことがないようお願い申し上げます。
【お問い合わせ】
〒８９４－８５５５ 奄美市名瀬幸町２５番８号
奄美市役所 ・ 企画調整課 （市民協働推進室）
ＴＥＬ ５２－１１１１ （３１５）
ＦＡＸ ５２－１００１



奄美市だより 平成２０年４月号 （4）

平成２０年度 大島高校学校開放登録団体募集について
１ 目的 県民総スポーツの普及発展とその日常化を図るため，学校

教育の支障のない範囲において，体育施設・設備を県民の利用に
供することを目的とする。

２ 開放期間 平成２０年５月～平成２１年２月まで
３ 開放場所  大島高校体育館・武道館・グラウンド
４ 開放時間 午後７時３０分～午後２１時３０分まで
５ 募集団体数  体育館 ８団体，武道館 ２団体，

グラウンド ４団体
６ 使用料 体育館１，０００円，武道館４００円，

グラウンド２，０００円。（各１回使用する際の
料金です。なお，支払いは鹿児島県収入証紙で
行います）

７ 申込方法 申込用紙が大島高校事務室にありま
すので，氏名，連絡先等を記入してください。

８ 受付期間 ４／１４(月 ) ～４／１８( 金 )
午前９時から午後５時まで。

９ 抽選・説明会 申込が多数の場合，抽選にて登録団体を決定しま
す。抽選は４／２３（水）午後５時３０分より，登録団体への説
明会は同日午後６時より大島高校和親館内１階郷土学習室で行い
ます。なお，抽選を行う場合はこちらからご連絡いたします。

１０問い合わせ先  鹿児島県立大島高校 事務室
〒８９４－８５８８ 奄美市名瀬安勝町７－１
TEL ５２－４４５１ FAX５２－９７１８
※電話による問い合わせは，午前９時から午後５時までです。

ふるさと奄美塾生 大募集
目的
郷土の特色を生かしながら，子

どもたちの持つ豊かな可能性を最
大限に引き出すとともに，郷土に
誇りと愛着を持つ青少年を，地域
ぐるみで育成する環境づくりを進
めようとするものです。
奄美市の自然や文化等を活用し

た青少年の健全育成と体験交流を
図り，年３回程度の 3地区交流事
業も行います。
【月 1回のふるさと体験】
１ 平成 20年度活動（予定）

（名瀬地区）キッズちゃりンジ ( 自転車のたび )2008，奄美の海・
山体験，泥染め，シマ唄シマユムタ 他
（住用地区）夜行性動物を見に行こう，草木染め，木工，カヌー
住用の歴史を学ぶ 他

（笠利地区）島人の宝探索，ﾏｼｭ ( 塩 ) 作り，さた ( 黒砂糖 ) 作り，
藍染め 他

２ 募集定員（定員になり次第締め切ります）
希望者（小・中・高校生・一般）各支所 50名程度

３ 申込方法
教育委員会各支所へ直接お申し込みください。（申込用紙あり）

４ 申込期限 平成２０年５月２日 ( 金 ) 厳守
５ 参加者決定

第 1回目の活動及び開講式のご案内を本人宛でお送りいたしま
す。ご確認ください。

６ その他
※保険料（年間 550 円程度）・材料代等は参加者負担となります。
※詳細につきましては，各申込・問い合せ先へおたずねください。

７ 申込・問い合わせ先
（名瀬地区）奄美市教育委員会 生涯学習課
TEL ０９９７－５２－１１１１（内線７２５）
（住用地区）住用教育支所 地域教育課
TEL ０９９７－６９－２１７４
（笠利地区）笠利教育支所 地域教育課
TEL ０９９７－６３－１２４２

ふれあい和光塾 5期生 和光ファミリー募集
和光園での日常的な農業体験を通して，親子で土にふれ，家族のコ

ミュニケーションを図るととともに，和光園の方々との交流を通じて
ハンセン病について正しい理解を深
めることを目的として行っています。
【活動期間】
平成 20年 4月 26日 ( 土 )

～平成 21年 3月末
【活動場所】国立療養所奄美和光園
【対象】奄美市内に在籍する小学生を

  持つ家族
【年間活動計画】

4月 26日・・・開講式
7月 ・・・・・収穫祭
8月 ・・・・・和光園夏祭り参加
3月 ・・・・・閉講式

【募集家族数】 若干数 【募集期間】 4月 21日 ( 月 ) まで
【申込み・問い合わせ先】 奄美市教育委員会生涯学習課
  0997 － 52 － 1111（内線 725）

地域女性団体連絡協議会総会・研修会等のお知らせ
●４／１３（日）１４：００～１６：１０

奄美市地域女性団体連絡協議会名瀬支部総会研修会
会場：奄美市役所 ４階会議室

●４／２０（日）１３：３０～１６：００
奄美市地域女性団体連絡協議会総会・研修会及び交歓交流会
総会・研修会会場：奄美市役所 ４階会議室
交歓交流会会場：奄美観光ホテル（予定）

新エネルギーで地球を守ろう！

「奄美の自然をもっと知ろう」
～「奄美の自然」パンフレッ
トを全戸配布します～
 
私たちの奄美群島は，世界自然遺産登録を目指してい

ます。
ことほど，鹿児島県と奄美群島広域事務組合では，世

界自然遺産啓発用のパンフレット「奄美の自然」を作成
しました。
貴重な自然環境を保全するために配慮して欲しい事

や，貴重な動植物の生息地等について掲載しています。
私たちは，貴重な自然に囲まれて生活していることを

再認識して，みんなで環境保全に取り組みましょう。
なお，パンフレットについては，４月上旬～中旬にか

けて，別途全戸配布いたします。

環境対策課 環境保全係 (243)
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奄美市だより 平成２０年４月号（5）

森林の立木を伐採するときには届け出が必要です
立木を伐採するときには、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書（以下、伐

採届）」を市町村に提出することが森林法で義務づけられています。
ただし、開発する面積が１ヘクタールを越える場合には、林地開発行為に当た

るため、県に申請し許可をうける必要があります。
「なぜ伐採届は必要なのですか？」
森林の持つ多面的機能を総合的かつ高度に発揮するため

には、適正な森林施業の確保及び森林の資源量の状況を把
握することが必要です。伐採届を提出すことにより、市町
村森林整備計画に適合した森林の伐採及び伐採後の造林が
行われ、健全で豊かな森林が維持されます。

「誰が届出を行うのですか？」
森林所有者など、伐採の権原を持つ方です。
◆例えば・・・森林所有者（自力及び請負による伐採の場合）

伐採業者など森林所有者から山林の立木を買い受けて伐採する人
「届出の提出期間及び提出先はどこですか？」
伐採を始める９０日前から３０日前までに、伐採する森林のある市各総合支所に
提出してください。

「届出をしないとどうなりますか？」
違法伐採となり、３０万円以下の罰金に処せられます。（森林法第２０７条）
問い合わせは 奄美市役所 農林振興課 52－ 1111（内線４０３）

住用総合支所 産業建設課 69－ 2111
笠利総合支所 産業振興課 63－ 1111 まで

奄美少年自然の家事業案内

「離島航空割引制度」が平成８年
１２月２１日から実施されています。
約２５％引き（時期によって異なりま
す）で、しかも年間を通じていつでも
利用できます。

【離島航空割引カード】
◇割引対象者：奄美市に住民登録及び
外国人登録がある方（１２歳以上）
◇登録手続きに必要なもの（新規、更
新時）
・写真（縦３cm 横２. ５cm）
・住民登録、外国人登録が確認できる
もの（免許証、健康保険証等）
◇割引対象奄美地域路線
・日本航空（ＪＡＬ） 鹿児島－奄美
大島、鹿児島－徳之島
・日本エアコミューター（ＪＡＣ）
奄美大島－奄美群島各離島間
※いずれも往復・片道でも可。

◇利用方法
・航空券予約：「離島航空割引カード」
を利用して購入することを示す。
「本人」でも「代理人」でも可。インター
ネット予約可。（航空会社ホームペー
ジを利用）
・航空券購入：本人、代理人を問わず「離
島航空割引カード」を提示の上購入可。
・搭乗手続き：本人による「離島航空
割引カード」の提示が必要。
（期限切れや提示がなされない時は、
通常料金となりますのでお気を付けく
ださい。）
（お問い合わせ先）
◇名瀬総合支所 市民課
52-1111（内線 121 ～ 124）
◇住用総合支所 市民課
69-2111（内線 102）
◇笠利総合支所 市民課
63-1111（内線 21）

ご存知ですか？離島割引カード

平成２０年度の国民年金保険料が、１４，４１０円になります。
保険料のお支払い方法によって、お得な割引料金も設定されています。

☆毎月納付で保険料をお支払いになる場合
（納付書による現金納付及び翌月末振替の口座振替）

・1 ヶ月分→ １４，４１０円
・6 ヶ月分→ ８６，４６０円
・１年度分→１７２，９２０円

☆毎月振替「早割」で保険料をお支払いになる場合（当月末振替の口座振替）
・1 ヶ月分→ １４，３６０円 （割引５０円）
・6 ヶ月分→ ８６，１６０円 （割引３００円）
・１年度分→１７２，３２０円  （割引６００円）

☆６ヶ月分をまとめて前払いする場合（現金納付）
・6 ヶ月分→ ８５，７６０円 （割引７００円）
・１年度分→１７１，５２０円（割引１, ４００円）
（6 ヶ月前納４月～９月と１０月～３月を前納した場合の合計）

☆６ヶ月分をまとめて前払いする場合（口座振替）
・6 ヶ月分→ ８５，４８０円  （割引９８０円）

☆１年分をまとめて前払いする場合（現金納付）
・１年度分→１６９，８５０円（割引３, ０７０円）

口座振替手続き・お支払い方法は奄美大島社会保険事務所にお問い合わせく
ださい。（℡５２－４３４１）
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≪奄美“太陽の子”チャレンジキャンプ ≫
ふれあい！スプリングキャンプ
期 日：平成２０年４月２６日 ( 土）・２７日 ( 日 )
参加対象：小学校４年生から高校生
内 容：テント泊，アウトドアクッキング（カレー作り），
いかだ活動，ウォーククイズラリー，天体観察
参 加 料：１，８００円（食費４食，傷害保険料 他）
申込方法：申込書を自然の家に郵送又はＦＡＸ
申込締切：平成２０年４月２１日（月） 必着

≪ アウトドア＆スターウォッチング ≫
～ ゴールデンウィーク中 ～
自然の家にお泊りして満天の星空を観察してみませんか
【アウトドア体験コース】
期 日：平成２０年５月３日（土）・４日（日）
コース：野外炊さん（カレー作り），テント泊，宿泊棟利用とスターウォッチング
を組み合わせた 4コースを準備しています。
時 間：テント設営 (14:30 ～ ) 野外炊さん (15:30 ～ )
必要経費：野外炊さん一人６００円，朝食一人３６０円，テント泊（無料），
宿泊棟泊（200 円：シーツ等クリーニング代）入浴もできます。
申込方法：５月１日（木）までに電話で申し込んでください。
【スターウォッチング】
・火星と細くなってきた土星のリングや春の星座を観察をしよう
期 日：平成２０年５月３日（土） １９：３０～ 参加料 無料
講 師：奄美ネイチャーセンター 川口 和範 氏
※星座プラホビー（100 円） 18：30～（希望者）

申込 ・ 連絡先 ： 県立奄美少年自然の家     
住 所：〒894－0043 奄美市名瀬朝仁赤崎１０９６－２
ＴＥＬ：５３－１０３２ ＦＡＸ：５３－１０３３
詳しくは，少年自然の家ホームページ
  http://www.pref.kagoshima.jp/kikan/amami/index.html をご覧ください。



 

名瀬公民館新着図書案内 
【一般】 
『親の品格』坂東 眞理子／『私の男』桜庭 一樹／『養老訓』養老 孟司／

『そのまんま日記』東国原 英夫／『やさしいダンテ〈神曲〉』阿刀田 高
／『表札』藤田 和子／『ジャッジ ～島の裁判官奮闘記』中園 健司 
【児童】 
『油断大敵！キケンなぼうし』岡田 喜久子／『のはらのせんたくやさん』 

いもと ようこ／『しってるねん』いちかわ けいこ 

手話奉仕員養成講座（基礎課程）受講生募集 

 下記のとおり募集しますので受講を希望される方は、氏名・住所・電話

番号をご連絡ください。 

 

●対象者   聴覚障害者と交流・コミュニケーションをしたい人 

●受講期間  平成20年5月7日〔水〕～平成20年11月26日〔水〕までの 

毎週水曜日 合計30回 

●時間        午後7時～午後9時 （2時間） 

●場所    奄美市役所名瀬総合支所４階会議室 

●受講料      テキスト代 1,500円のみ 

●申込み先    奄美市役所名瀬総合支所福祉政策課ゆうあい係 

               電話  52-1111（内線605・606） 

               ＦＡＸ 52-2784 

●申込み期間 平成 20 年 4 月 1 日～4 月 18 日まで 

平成２０年度 奄美市生涯学習講座受講生募集！ 
～市民ひとり一学習・一スポーツ・一ボランティア～ 

 どなたでも、名瀬・住用・笠利公民館の各講座を受講できます。また、一人何講座でも受講できます。 

 受講料 名瀬…１講座 1,500 円  住用町・笠利町…２講座まで 1,000 円、３講座目から１講座 500 円 
 

◆受付時間  平成２０年４月１２日(土)～１８日(金)  

午前９時～午後５時 

◆受付場所  奄美文化センター 

◆申込方法  申込用紙にご記入のうえ、奄美文化センターへお申し込みく

ださい。電話による受付はいたしません。 

◆受 講 料  １講座 1,500 円  

◆経  費  教材費、材料費等は自己負担となります。 

◆問合せ先  奄美文化センター 電話 54－1211 FAX52－6852   
講 座 名 定員 曜  日 学 習 内 容 講  師 

絵画（初級） 30 
第 2・4 日曜日 
13：30～ 

基礎デッサン 岬  眞晃 

絵画（中級） 30 
第 2・4 日曜日 
13：30～ 

洋画・水彩（静物・
人物） 

久保井博彦 

初心者のため
の茶道 

40 
第 2・4 日曜日 
18：30～ 

茶道の基礎・実践 
福永 秀子 
安田マリ子 

書道 30 
第 1・3 日曜日 
14：00～ 

書道の入門・基礎 小山 敦子 

奄美市だより 平成 20 年 4 月号                                               （6） 

は新規講座 
は無料講座 

◆受付時間  平成２０年４月１２日(土)～１８日(金) 午前９時～午後７時 

◆受付場所  名瀬公民館、金久分館、四谷分館、伊津部分館 

◆申込方法  申込用紙にご記入のうえ、公民館・分館へお申し込みください。電話による受付はいたしません。 

       なお、いただいた個人情報は、目的以外に使用いたしません。 

◆受 講 料  １講座１，５００円(健寿大学、子ども講座は無料)（釣り銭が出ないようお願いします。） 

◆経  費  教材費、材料費等は自己負担となります。 

◆問合せ先  名瀬公民館 ５２－１８１６(直通、FAX 兼用) 

◆お知らせ  日程等については、講師の都合により変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

       また、申し込みは定員になり次第締め切らせていただきます。 

名瀬公民館で行われる講座 

奄美文化センターで行われる講座

ゴシック太字は新しい講師の先生 《名瀬公民館》     

講 座 名 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名

健寿大学 150 第 3 水    14：00～ 講義・健康レクリエーション  

島 唄 60 第 1・3金 19：00～ カサン唄を中心に島唄の基礎練習 佐藤 隆幸

三味線(初級) 40 第 2・4金 19：00～ 三味線演奏(伴奏)の基礎練習 久  義一

新民謡 50 第 1・3水 19：00～ 新民謡の基礎練習 泉  清次

硬 筆 50 第 2・4水 19：00～ 硬筆の基礎練習 西  伸義

草木藍染 30 第 2・4土 14：00～ 
奄美の自然の物を使った藍染
め・小物作り 安田 謙志

ハーモニカ 40 第 1・3火 19：00～ 複音ハーモニカ(初級) 圓野 勝彰

七宝焼 30 第 1・3土 14：00～ ペンダント・ブローチ等の作成 小俣 昭七

編 物 30 第 1・3金 14：00～ 初級者・上級者も楽しく 久保 千恵子

洋裁１(昼) 30 第 2・4火 14：00～ 洋裁の基礎・裁ち方・縫い方 平 元恵 

洋裁２(夜) 30 第 2・4火 19：00～ 優しく身に付く実用洋裁 井上 みのり

写 真 30 第 2 日    14：00～ 
デジタルカメラの初歩的な扱
い方と撮り方 麻井 庄二

ハーブクラフト 20 第 2 火   10：00～ ハーブ・アロマでエコ生活 西  奈美

短歌への誘い 15 第 2 水    10：00～ 短歌を詠む喜びを学ぶ 奥 たずえ

紬教室 15 第 1・3木 19：00～ 
大島紬、まるごと丸かじり 
(3 組に限り保育いたします) 内山 初美

子ども手話 40 第 2・4土 10：00～ 日常会話・障害者との交流 本山 末男

子ども書道 30 第 1・3土 10：00～ 楷書・かなの基礎練習（小中） 岩切 春子

子ども硬筆 30 第 2・4日 10：00～ 硬筆の基礎練習(小中) 濱崎 菊乃

子ども英会話 20 第 2・4日 16：00～ Let’s play with English! アンナ・ボール

《金久分館》     

講 座 名 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名

健康と料理 40 第 2・4日 13：30～ 
奄美の長寿食材を活用した郷
土料理と健康料理 丸田 京子

三味線(中級) 40 第 1・3金 19：00～ 三味線で島唄を演奏 久  義一
レクダンス・フ
ォークダンス 40 第 2・4月 19：00～ 

レクダンス・フォークダンス
の基礎練習 山田 豊裕

和 裁 40 第 1・3水 14：00～ 和裁の基礎、着物リフォーム 松岡 瑞代

生 花 30 第 2・4金 14：00～ 初歩の生花 高木 セツ子
ステップリーボッ
ク体操 20 第 1・3木 19：00～ 

台を使った全身運動・筋力脚
力強化 川口 エチ子

舞 踊 30 第 1・3木 14：00～ 日本舞踊の基礎練習 福原 朝子

六調太鼓（入門） 30 第 1・3火 19：00～ 初めて六調太鼓を叩く人 橋口 ルリ子

六調太鼓（中級） 40 第 1・3水 19：00～ 2 年目の受講生 橋口 ルリ子

エッセイ・自分史 20 第 3 土    19：00～ 
エッセイ・自分史小説を書こ
う 出水沢 藍子

将棋入門 20 第 2・4土 14：00～ 楽しい将棋入門 指野 秀臣

英会話 20 第 2・4水 19：00～ 
Let’s enjoy English! 
(上級者を除く) アンナ・ボール

着 付 40 第 2・4木 19：00～ 着付の基礎・基本 栄 初枝 

山の幸染 15 第 2・4水 14：00～ 
水も火も使わずアイロンでの
染色 和 淑子 

《伊津部分館》     

講 座 名 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

社交ダンス 50 第 1・3水 19：00～ 社交ダンスの基礎練習 野崎 晃弘 

舞 踊 40 第 1・3水 14：00～ 日本舞踊の基礎練習 濱井 真寿美 

着 付 50 第 1・3金 19：00～ 帯の結び方、着付けの練習 壽  絹代 

太極拳 30 第 2・4火 19：00～ 太極拳の基礎練習(入門編) 山田 美和子 

指 笛 60 第 1・3日 14：00～ 指笛を鳴らし、曲が吹けるまで 定 藤仁 

三味線（入門） 30 第 1・3木 19：00～ 繰り返し基礎を教えます 保坂 英次 

籐工芸 20 第 2・4水 10：00～
自由自在に簡単に出来る籐工
芸 有田 傳子 

ブリザーブドフラワ
ーアレンジメント

15 第 1・3木 14：00～
インテリアやプレゼントとし
て色々な花をアレンジ 

松元 和代 

《四谷分館》     

講 座 名 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 

ヘルシー料理 20 第 2・4水 10：00～ 地場産を使ったヘルシー料理 時  峯子 

いきいき健康 35 第 1・3土 14：00～ レクリエーション・健康体操 竹山 菊乃 

舞 踊 15 第 2・4木 14：00～ 日本舞踊の基礎 富田 美起子 
さわやか 
リズム体操 

20 第 1・3金 19：30～ 有酸素・ストレッチ・筋力運動 安田 マチ子 

フラダンス 40 第 2・4水 19：00～ 優しい曲に癒されながら踊る 猪股 徳子 

《各集会所等（浦上、有屋、朝仁、崎原、奄美看護福祉専門学校）》 

講 座 名 定員 曜 日 学 習 内 容 講 師 名 
レクリエーショ
ンダンス 

25 第 2・4火 20：00～
楽しいレクダンス 
(浦上集会所) 

赤塚リエ子 

生 花 25 第 2・4木 20：00～ 生花の基礎(浦上集会所) 牧 和香子 

大正琴 20 第 1・3火 14：00～
大正琴の基礎練習アンサンブ
ル(有屋公民館) 

久  修子 

新民謡 50 第 2・4水 20：00～ 新民謡の基礎(朝仁児童館) 久永 美智子 

郷土料理 15 第 3 土   20：00～ 島を味わい楽しむ(崎原) 柿本 文夫 

奄専お気軽 
健康講座 

20 第 4 日    14：00～
薬膳料理・薬草・看介護の知識
と実技(奄美看護福祉専門学校)

専任講師 

着付教室（19 年度講座閉講式） 



 

平成２０年４月１４日(月)～５月２日（金）まで  
受講申込書に受講希望教室名など必要事項を記入して、下記の受講料を添えて、直接、笠利公民館に申し込んでください。  
○ １人２教室まで１，０００円。あと１講座につき５００円（ただし、中学生以下は免除です。） 
○ 分散教室の伝統芸能の保存、後継者育成の教室は受講料免除です。 
  （分散教室の代表の方に申し込んでください。） 
原則として奄美市内に居住する者及び勤務する成年 
○ 講座の学期は１年間です。毎年受講手続きをお取りください。 
○ 先に申込みをして、期日までに受講料を納めることもできます。 
○ 募集の結果、１０人に満たない教室は開講しない場合があります。 
○ テキストや実習に使う材料費は自己負担です。（講座に関する行事の保険は笠利公民館で加入しています。） 
○ 教室の日程、内容は、講師の都合等により変更されることがあります。 
○ 講座によっては、定員になり次第締め切ることもあります。 
笠利公民館 電話６３－１１１１ 内線５５ 

◆受付時間  平成２０年４月７日(月)～２０日(日) 午前９時～午後５時 
◆受付場所  住用公民館 
◆申込方法  公民館にある申込用紙に記入して提出 
◆受 講 料  ２講座まで１，０００円。あと１講座につき５００円（ただし、中学生以下は無料）  
◆問合せ先  住用公民館 西仲間６５ 電話 ０９９７－６９－２１１１ (内線２２４) 公衆６９－２０３７       

《笠利公民館講座》                                        

講 座 名 定員 曜  日 学 習 内 容 講  師 対象者 会  場 

洋 裁 15 月 2 回 第 1・3金 9：30～16：00 洋裁の基礎・裁ち方・縫い方 前島 チトセ 一 般 笠利公民館(講座室) 

生 花(新池坊) 15 月 2 回 第 2・4火 14：00～16：00 生花の知識・生け方実習 松元 トミ 一 般 笠利公民館(講座室) 

詩 吟 15 月 2 回 第 1・3土 14：00～16：00 詩吟の基礎 平井 源好 一 般 笠利公民館(講座室) 

社交ダンス 20 月 2 回 第 2・4火 19：30～21：30 趣味・余暇を生かした学習 寺園 美智子 一 般 笠利公民館(ホール) 

園 芸 25 年 6 回 随時     9：30～11：30 一般園芸知識 各種講師 一 般 現地視察、笠利公民館 

民 謡(初級) 30 月 2 回 第 1・3火 19：30～21：30 三味線の弾き方、島唄の唄い方 前田 和郎 一般、児童・生徒 笠利公民館(講座室) 

民 謡(中級) 30 月 2 回 第 2・4火 19：30～21：30 三味線の弾き方、島唄の唄い方 前田 和郎 一 般 笠利公民館(講座室) 

書 道(1) 20 月 2 回 第 1・2土  9：30～11：30 文字を正しく書くために 豊田 久夫 一 般 笠利公民館(講座室) 

書 道(2) 15 月 2 回 第 1・3水 19：30～21：30 毛筆書写技能の向上 隈元 俊郎 一 般 笠利公民館(講座室) 

琉 舞 15 月 2 回 第 1・3金 19：30～21：30 だれでも踊れる・琉球舞踊の基本練習 安田 文代 一般、児童・生徒 笠利公民館(ホール) 

手 話 10 月 2 回 第 1・3木 19：30～21：30 手話の初歩から 中浜 政則 一 般 笠利公民館(講座室) 

パッチワーク 25 月 2 回 第 1・3火  9：30～16：00 初歩から講義・実習 山下 美枝子 一 般 笠利公民館(講座室) 

島 唄(初級) 30 月 2 回 第 2・4木 19：30～21：30 趣味・余暇を生かした島唄の学習 
当原 ミツヨ

当原 秀毅 
一 般 笠利公民館(ホール) 

島 唄(中級) 30 月 2 回 第 1・3木 19：30～21：30 趣味・余暇を生かした島唄の学習 
当原 ミツヨ

当原 秀毅 
一 般 笠利公民館(ホール) 

大正琴 30 月 2 回 第 2・4木 14：00～16：00 趣味を生かした学習 岩切 エミエ 一 般 笠利公民館(講座室) 

編 物 10 月 2 回 第 2・4金  9：30～16：00 編物の理論と技能 山口 京子 一 般 笠利公民館(講座室) 

山野草探訪 30 年 6 回 随時       9：30～16：00 郷土の植物の観察 森山 力蔵 一 般 現地視察 

着 付 20 月 2 回 第 1・3水 19：30～21：30 一人で着物を着けて、帯が結べるまで 栄  夏代 一 般 笠利公民館(和 室) 

レクダンス 30 月 2 回 第 1・3水 20：00～22：00 楽しく踊りながら生活をエンジョイ 泉  一 一 般 笠利公民館(ホール) 

民 謡(一般) 30 月 2 回 第 1・3火 19：30～21：30 趣味の島唄学習・後継者の育成 
森山 ユリ子

久保 文雄 
一 般 笠利公民館(ホール) 

民 謡(少年少女) 30 月 2 回 第 2・4水 19：30～21：30 趣味の島唄学習・後継者の育成(受講料免除)
森山 ユリ子

久保 文雄 
児童・生徒 笠利公民館(ホール) 

奄美歌謡(新民謡) 60 月 2 回 第 2・4月 19：30～21：30 趣味・余暇を生かした新民謡の学習 久永 美智子 一 般 笠利公民館(ホール) 

ソフトエアロビックス 30 月 2 回 第 1・3土 19：30～21：30 汗を流して楽しく踊り健康増進 白畑 美香 一 般 笠利公民館（ホール） 

日本舞踊新民謡 20 月 2 回 第 2・4土 19：30～21：30 誰でも踊れる舞踊の基本練習 杜(もり) 幸子 一 般 笠利公民館（ホール） 

フラダンス 30 月 2 回 第 2・4金 19：30～21：30
ハワイの文化であるフラ・アロハの心を大切

に、明るく楽しいレッスンを 
板谷
い た や

 香子
か お り

 一 般 笠利公民館（ホール） 

男の料理教室 15 月 2 回 第 2・4土 14：00～16：00 初歩的な料理の作り方 池山 ミチ子 一 般 いきいき健康課（調理室） 

天体観察 50 年 2 回 夏の星空  19：30～21：30 親子による星空の観察(受講料免除) 川口 和範 児童・保護者 野外 

夏季休業児童生徒

習字 
50 公民館会場 各5日間 児童・生徒の書写技術の向上(受講料免除) 

隈元 俊郎 

里 タカ子 
児童・生徒 笠利公民館（講座室） 

親子読書会 300 各読書会で月１回実施 児童の想像力・思考力を高める(受講料免除) 各小学校教諭 児童・保護者 各小学校 

 
《分散講座》 

講 座 名 定員 曜  日 学 習 内 容 講  師 対象者 会  場 

笠利書道 10 月 2 回 第 1・3月 19：30～21：30 毛筆書写技能の向上 隈元 俊郎 一 般 (旧)笠利幼稚園跡 

笠利編物 10 月 2 回 第 2・4金 14：00～16：00 編物の理論と技能の向上 隈元 和子 一 般 笠利１区公民館 

茶 道 15 月 2 回 第 2・4金 14：00～16：00 お茶の基本と動作の実習 大山 レイ子 一 般 講師宅 

節田民謡 45 毎月 2回 郷土島唄の保存・後継者の育成(受講料免除) 東  源平 一 般 節田生活館 

佐仁郷土芸能 50 毎月 2回 地区の伝統芸能の学習と後継者の育成(受講料免除) 前田 和郎 一般、児童・生徒 佐仁福祉館 

中金久八月踊唄 30 毎月 2回 八月踊りと唄の保存・後継者の育成(受講料免除) 青山 ケサ 一 般 中金久学舎 

 

講 座 名 定員 回数 曜日 時  間 学 習 内 容 講 師 年間材料費 

島唄教室 20 月 2 回 第 2・4土 14：00～16：00 島唄の基礎練習 生元 高男  

パソコン教室 10 月 2 回 第 2・4土 14：00～16：00 パソコンの基礎練習 福山 あけみ  

パッチワーク教室 20 月 2 回 第 1・3土 13：30～15：30 パッチワークの基礎 渡辺 寿子 15,000 円 

舞踊教室 20 月 2 回 第 2・4水 17：30～19：30 日舞の基礎 宇井 ひろ子  

生花教室 20 月 2 回 第 1・3木 19：00～21：00 初歩の生花 森田 チヅ 16,000 円 

囲碁教室 10 月 2 回 第 1・3土 14：00～16：00 囲碁の基礎 井上 恒和  

新民謡教室 20 月 2 回 第 2・4木 20：00～22：00 新民謡の基礎練習 久永 美智子  

英会話教室 20 月 2 回 第 1・3土 17：00～19：00 英会話の基礎 張間 隆蔵 3,000 円 

なんこ教室 20 月 2 回 第 2・4土 20：00～22：00 なんこの基礎 寿 元彦  

（7）                                              奄美市だより 平成 20 年 4 月号 

◆申込時間 
◆申込手続 
◆受 講 料 
 
 
◆受講資格 
◆お 願 い 
 
 
 
 
 
◆問合せ先 

笠利公民館で行われる講座 

住用公民館で行われる講座 

今新しく何かを始めてみませんか 
～学ぶ喜び、できる嬉しさ、出会う楽しみ～ 



 

 

奄美市だより 平成 20 年４月号（8）
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市営住宅空家待ち状況

平成 20 年度 奄美市予防接種一覧表

「悠遊長生き ・健康づくり推進事業」 （名瀬地区）

平成 20年度 住用診療所医科診療体制

平成 20年度 笠利診療所医科診療体制

平成 20年度 住用・笠利診療所歯科診療体制

楽しく体力づくり、転倒防止で元気に長生き・友達づくりを！

－愛犬家の皆様へ－

平成２０年３月３日現在

※住用地区，笠利地区については，各
総合支所にお問い合わせください。
・住用総合支所 産業建設課 69-2111
・笠利総合支所 建設課 63-1111

※空家 ：名瀬地区 崎原 １戸あり
：住用地区 戸玉 4戸あり

 石原 １戸あり
 川内 １戸あり

名瀬総合支所 建築住宅課 
52-1111（内線215）

飼犬の転出 ・転入について

【飼犬が転出する場合】

転出先の市町村で、 転入の手続きを必ずし

て下さい。
（転出先の市町村より、 奄美市へ通知が来る
ため、 当市での手続きは特に要しませんが、
環境対策課へ連絡していただければ、 説明
いたします）

【飼い主だけが転出する場合】
（飼犬は、 奄美市に残る場合）

登録事項変更届が必要となります。
‥‥奄美市 環境対策課にて

（当市で、 飼犬の世話をする方に、 所有者
変更して頂きます）

【飼犬が転入する場合】
（他の市町村で、 すでに登録をしている犬）

転入の手続きが必要となります。
‥‥奄美市 環境対策課にて

（転入前の市町村で交付された鑑札をお持
ち下さい。 なお、 紛失されている場合は、
その旨お伝えください）

その他の届出について
・ 新規登録 （生後 91 日以上のいぬで、 生涯
初めての登録）

狂犬病予防法にて、 生後 91 日以上の犬に
は登録が義務付けられています。

登録場所‥‥市役所または市内の動物病院
でも登録できます。

登録手数料
‥‥‥１頭に対し ３,０００円を徴収します。

・ 犬が死亡した場合‥‥‥市役所へご連絡を

・ 犬を他人に譲った場合
‥‥‥市役所へご連絡を

・ 犬が行方不明になったら
‥‥‥市役所または保健所へご連絡を

犬のフンは必ず
持ち帰りましょう！

最近、 犬や猫のフンについての苦情が多く
寄せられております。
「家の前でフンをされた」 「公園がフンだらけ」
「気がつかずに踏んづけた」 などなどです。

犬のフンや尿は寄生虫の卵や、 いろいろ
なばい菌を持っていることがあり、 たいへん
不衛生です。 お宅の前に犬のフンがあった
ら、 気持ち悪いし不愉快になることと思いま
す。 フンや尿をされたお宅の方の不愉快に
なる気持ちを慮 （おもんぱか） りましょう。
○散歩の時のフンは必ず持ち帰り、 自分の

責任で始末しましょう。
○処理する為に、 ビニール袋やスコップ等を

持参しましょう。
○散歩の時に、 いつも手ぶらの飼い主は気

がついてないのでしょうが、 案外、 周囲
の人たちはしっかり見てチェックしているも
のです。

○人のお宅の門柱などに、 おしっこをかけた
りしていませんか？トラブルの元です。 気
をつけましょう。

地域の高齢者が地域で、 生き生きと元気に暮らせるように支援する事業です。
月曜～金曜日までの午前 ・ 午後 （週一回の利用可） に実施しています。

対象者 ○概ね 65 歳以上の高齢者
 ○加齢により今後要介護状態に陥る可能性が

あると認められた方
 ○サービス利用が真に必要と認められる方
場所 長浜町の老人福祉会館 ( 無料送迎巡回バスあり）
内容 ①健康相談 、 血圧測定

 ②健康体操 ( ストレッチ ・ 筋力アップ体操）
 ③脳刺激訓練 ( 指体操） ④レクレーション など
費用 無料 （ただし， 福祉会館使用料として別途 200 円必要）
申込み先 奄美市役所健康増進課 （第三別館）
問合せ先 健康増進課 52-1111 内線 682 

         福祉政策課   〃  内線 603     
 
＊老人福祉会館を上手に利用して、 カラオケ、 将棋、 語らい、

入浴などで 楽しく一日を過ごしましょう。

申込み住宅

佐大熊 227 世帯 590 戸

春日 76 世帯 316 戸

平田 99 世帯 140 戸

永田 54 世帯 30 戸

小浜 69 世帯 32 戸

浜里 210 世帯 240 戸

田雲 97 世帯 106 戸

真名津 115 世帯 70 戸

その他 164 世帯 124 戸

待ち世帯 対象戸数

（問い合わせ先） 奄美市環境対策課 ５２－１１１１内線 （２４１）
 名瀬保健所 ５２－５４１１

☆
杖
な
し
で
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

☆
友
達
と
会
え
る
の
が
楽

し
み
！

  

な
ど
多
く
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。

名
瀬
総
合
支
所
で
は
、
今
年
度
希
望
す
る
検
診
等
の
申
し

込
み
を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
健
診
等

の
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
返
信
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

送
付
予
定
：
４
月
中
旬

申
し
込
み
締
め
切
り
：
４
月
30
日
ま
で

※

申
し
込
み
書
が
届
か
な
い
方
は
、
電
話
で
も
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
健
康
増
進
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先

奄
美
市
役
所

名
瀬
総
合
支
所
健
康
増
進
課

保
健
係

電
話
：
５
２―

１
１
１
１(

内
線

682

・
684)

が
ん
検
診
・
健
康
診
査
の
一
括
申
し
込
み
に
つ
い
て

基
本
健
診
の
名
称
・
対
象
者
及
び
申
し
込
み
方
法
が
変
わ
り
ま
す
!!

注
目
!!

名
称

〈
こ
れ
ま
で
〉

〈
平
成
20
年
度
～
〉

対
象

申
込

方
法

※予防接種法の改正により、 中学１年生 ・ 高校３年生に相当する年齢のものを対象に MR( 麻疹･風疹 ) 予防接種を実施するようになり
ましたので、 対象者には４月に予診票を送付致します。

急患はこの限りではありませんのでご相談ください。 予防接種も承り
ます。 ご連絡ください。 住用診療所 （69－2620）

笠利診療所 （63－0011）

住用診療所 （69－2312） 笠利診療所 （63－0011）

診療所の医科 ・歯科診療体制

 月 火 水 木 金 土 日 

午前 
9:00 
～12:00 

9:00 
～12:00 

9:00 
～12:00 

9:00 
～12:00 

9:00 
～12:00 

午後 
14:00 
～17:00 

15:30 
～17:00 

14:00 
～17:00 

15:30 
～17:00 

15:30 
～17:00 

休診 休診 

 

 受付時間 診療時間 月 火 水 木 金 土 日 

午前 
8:30 
～11:30 

8:45 
～12:30 

外来 外来 外来 外来 外来 

午後 
13:30 
～16:30 

14:00 
～17:00 

訪問診
療 

外来 
予防接
種等 

笠寿園 外来 

夕診 
16:30 
～18:00 

17:00 
～18:30 

外来 休診 休診 外来 休診 

休診 休診 

 

 受付時間 診療時間 月 火 水 木 金 土 日 

午前 
8:30 
～11:30 

9:00 
～12:00 

午後 
13:30 
～16:30 

14:00 
～17:00 

笠利 
診療所 

住用 
診療所 

笠利 
診療所 

住用 
診療所 

住用 
診療所 
（午前） 

休診 休診 

 

実施予定日 対 象 者 受付時間場所 摘 要
4/21・24・30

奄美市保健センター5/9・14・20・29
ＰＭ1：30～2：1510/2・7・15・21・29

11/6・12 住用診療所
住用地区：5/13・10/28 ＰＭ1：30～2：00
笠利地区
：5/9･6/6，10/8・22

ふれ愛の郷多目的ホール

ＰＭ1：30～2：00
1回接種します。

市内指定医療機関
（予約が必要です）

百日咳 Ⅰ期初回：20日～56日の間隔で3回接種します。
ジフテリア  

三種混合
4月 ～ Ｈ21年3月

破傷風

他の予防接種を受けるには6日以上あけて下さい。
※接種間隔を超えると任意接種となり手続きが必要となります。

※他の予防接種を受けるには27日以上あけて下さい。

※希望者のみ（(個別通知はしません）各支所での手続きが必要

①6ヶ月～90ヶ月未満 Ⅰ期初回：6日～28日の間隔で2回接種します。
②小4年生 Ⅰ期追加：1期終了後1年おいて1回接種します。

（9歳～12歳） 他の予防接種を受けるには6日以上あけて下さい。
ジフテリア 指定の日時に1回接種します。
破傷風 他の予防接種を受けるには6日以上あけて下さい。

MR
(麻しん風しん混合ワクチン)

種 別

ポリオ（小児マヒ）生ワクチン 3ヵ月～90ヵ月未満
（7歳5ヵ月）急性灰白髄炎

春１回、秋１回全部で2回飲みます。

他の予防接種を受けるには27日以上あけて下さい

ＢＣＧ接種
(結核予防)

日 本 脳 炎 4月 ～ Ｈ21年3月

二種混合 指定の日時 小学6年生（11・12歳）

1期：１歳～２歳未満

2期：就学1年前
    （５歳～７歳未満）

3期：中学1年生に
相当する年齢

4期：高校3年生に
相当する年齢

※妊娠しているもの、またその可能性のあるもの
は接種できません。

※妊娠可能な女性については接種後２ヶ月は妊娠
を避けてください。

＊送付された受診
票を医療機関に提
出すると無料で接
種できます。

接種間隔は接種日
を0日として次の日
より数えます。

※麻疹及び風疹に罹患した場合ＭＲ混合ワクチン
を接種しても差し支えありません。ただし、麻しんワ
クチンまたは風しんワクチンのいずれかの接種を
希望される場合は住所のある各支所窓口までおこ
しください。

対象年齢の方で，
平成20年度の予診
票をお持ちでない
方は，母子健康
手帳と印鑑を持っ
て住所のある各支
所の窓口で交付を
受けて下さい。

4月 ～ Ｈ21年3月

3ヵ月～6ヵ月未満 ＢＣＧ接種後、他の予防接種を受けるには27日以
上あけてください。

3ヵ月～90ヵ月未満
（7歳5ヵ月）

4月 ～ Ｈ21年３月

Ⅰ期追加：Ⅰ期終了後1年から1年6ヶ月に達する

間に1回接種します。

一
括
申
し
込
み
に
て

申
し
込
み

 

40
歳
以
上
の
男
女

 

基
本
健
康
診
査

 

・
国
保
世
帯
の
方
は
申
し
込
み
不
要

 

・
そ
れ
以
外
の
方
は
従
来
ど
お
り

一
括
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い

 

・
国
保
世
帯
で
40
～
74
歳
ま
で
の
方

 

・
被
用
者
保
険
加
入
者
（
本
人
）

以
外
の
40
歳
以
上
の
方

 

・
75
歳
以
上
の
方

 

特
定
健
診（

健
康
診
査
・
長
寿
健
診
）

（
長
寿
健
診
）

 



 

4 月奄美文化センター催物のご案内 54－1211 
日 曜 コンサ－ト・催物 開始時刻 料金等 主  催 

4 金 スマイルコンサート 
開場 13:30 

開演 14:00 

小・中学生 1,000 円

高校生以上 2,000 円

（有）ピース商事 

（56-2030） 

11 金 
平成 20 年度奄美市転入教職

員合同着任式 
開式 14:30 関係者 

奄美市教育委員会学校教育課 

（52-1111 内線723） 

12 土 

奄美医療講演会 

「がん診断と放射線治療の新

しい展開」 

開場 13:30 

開演 14:00 
無料 

奄美大島信用金庫 

厚地記念放射線医学研究所 

（099-226-8871） 

20 日 
フリーマーケット 

（1 万人広場） 
9:00～15:00 ― 

名瀬フリーマーケット市民の会 

（53-3507：稲井） 

※主催者の都合により、開演時間入場方法等が変更になることがあります。 

 

4 月 健診日程 名瀬地区 

行  事 日時・受付時間 場   所 対   象   児 

4か月児健診 8(火) 13:00～13:15 保健センター 平成19年12月生 

7か月児相談 8(火)  9:30～9:45 保健センター
平成19年8月16日生 

～平成19年9月15日生 

1歳6か月児健診 18(金) 13:00～13:15 保健センター 平成18年10月生 

3歳児健診 17(木) 13:00～13:15 保健センター 平成16年11月生 

フッ素塗布 

ハガキに

指定され

た日 

診療時間内 市内歯科医院

平成18年4月生 

平成17年10月生 

平成17年4月生 

母子健康相談 

のびのびっこ広場
23(水) 9:30～11:00 保健センター

 市内に住む 

  子どもとその親 

はつらつ健康相談 10(木) 13:30～15:30 保健センター 一般市民 

ポリオ生ワクチン

21(月)

24(木)

30(水)

13:30～14:15 保健センター
3か月～90か月(7歳5か月)

未満 

4 月 健診日程 笠利地区 

行  事 日時・受付時間 場   所 

4か月児・7か月児健診 14:30～15:00 ふれ愛の郷多目的ホール 

1歳6か月児・3歳児健診
16(水)

13:30～14:00 ふれ愛の郷多目的ホール 

歯科検診・フッ素塗布 14(月) 9:30～10:00

ふれ愛の郷多目的ホール 

対象：平成18年4月生 

平成17年10月生 

平成17年4月生 

母子健康相談 8(火) 10:00～11:30 ふれ愛の郷多目的ホール 

4 月 健診日程 住用地区 

行  事 日時・受付時間 場   所 

4 か月児、7か月児、1.6 歳

児、3歳児健診 
8(火) 13:15～13:30 住用公民館 

歯科検診・フッ素塗布 8(火) 13:45～14:00

住用公民館 

対象：平成18年4月生 

平成17年10月生 

平成17年4月生 

(9)                                                  奄美市だより 平成 20 年 4 月号 

●派遣相談（名瀬総合支所） 

4/10（木）大倉克大 弁護士 

4/24（木）永山一秀 弁護士 

●テレビ電話相談 

(名瀬総合支所←TV 電話→県弁護士会) 

4/17（木）桃木野聡 弁護士 

【問合せ先】市民課市民生活係（52-1111 内線 715・716） 

4 月相談日のお知らせ 

新
年
度
も
始
ま
り
、
慌
し

い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
方
も

多
い
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
と
の
時
間
を

大
事
に
し
た
い
の
に
時
間
が

と
れ
な
い
、
赤
ち
ゃ
ん
と
ど

う
い
う
風
に
接
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
思
い

を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
そ
ん
な

と
き
は
子
ど
も
を
抱
っ
こ
し

て
絵
本
を
読
み
、
心
の
ふ
れ

あ
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
気
持
ち
を
込
め
て
名

瀬
地
区
で
も
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
を
始
め
ま
し
た
。 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
笠

利
・
住
用
地
区
で
は
7
ヶ
月

児
健
康
相
談
で
す
で
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
名
瀬

地
区
で
は
、
4
月
か
ら
生
後

4
ヶ
月
児
を
対
象
と
し
た

乳
児
健
診
で
実
施
し
ま
す
。

4
ヶ
月
の
子
ど
も
に
絵
本

な
ん
て
早
過
ぎ
な
い
？
と
思

わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

聴
覚
は
胎
児
期
か
ら
機
能
し

て
お
り
、
お
な
か
の
中
の
赤

ち
ゃ
ん
は
優
し
い
声
で
語
り

か
け
ら
れ
る
喜
び
を
知
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
れ
て

か
ら
の
赤
ち
ゃ
ん
は
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
に
ふ
れ
な
が

ら
優
し
い
声
を
か
け
ら
れ
る

こ
と
で
心
地
よ
さ
を
感
じ
ま

す
。 ま

た
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

は
「
赤
ち
ゃ
ん
が
地
域
の
中

で
見
守
ら
れ
て
い
ま
す
よ
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
伝
わ
る

よ
う
に
、
母
子
保
健
推
進
員
、

民
生
・
児
童
委
員
、
子
育
て

真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
な
ど

地
域
の
多
く
の
方
の
協
力
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
中
で
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

で
出
会
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
会

っ
た
と
き
は
声
を
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
子
育

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た 

す
。 絵

本
は
子
ど
も
と
ふ
れ
あ

う
時
間
を
作
る1

つ
の
方
法

で
、
絵
本
以
外
に
も
子
ど
も

と
ゆ
っ
く
り
と
ふ
れ
あ
う
方

法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
取

れ
る
少
し
の
時
間
で
も
、
テ

レ
ビ
を
消
し
て
静
か
な
環
境

で
お
子
さ
ん
と
の
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。 

今月の保健師さん 

 

泉 真紀子さん 

法律相談のお知らせ（※要電話予約） 

◎譲ります    

品名 数量 規格 希望価格 

電話債券 1  応談 

ドレッサー 1 ランプ付，椅子，カバー付 応談 

小物入れ収納ダン

ス 
1 横幅 39.7cm，奥行き 41cm，高さ 98.5cm 2 万円 

小物入れ収納ダン

ス 
1 横幅 39.7cm，奥行き 41cm，高さ 82cm 2 万円 

机（椅子付き） 1  5 千円 

洋服ダンス（７段） 1 高さ 1.4M，幅 0.85M，奥行き 0.45M 1 万円 

和裁用作業板 1 長さ 180cm，幅 70cm 応談 

機織り機（木製） 1  応談 

ＭＤコンポ 1 アイワ製，LP 対応，3 年前 24,800 円で購入 7,500 円 

デスクトップ型パ

ソコン 
1

デル製，19 インチモニター付，WinXP，6 年

前に 12 万円で購入 
3 万円 

ベット（シングル） 1  3 千円 

冷蔵庫(大) 1 三洋製，高さ 1.78M，幅 0.61M 2 万円 

冷蔵庫 1 三洋製，平成 7 年に 15 万円で購入 3 千円 

空気清浄機 1 46,000 円で購入 1 万円 

ソフトクリーム製

造器 
1 業務用 応談 

グリル鍋 1 H20.1.3 に 9,800 円で購入 7 千円 

ベビー用カーゴ 1 ３年前購入 千円 

ベット・ゲージ 1  3 千円 

三輪車 1 ３年前購入 千円 

ロード用自転車 1
SCHWINN 製，H18 に 30 万円で購入，ヘルメッ

ト付 
応談 

電動シニアカー 1 H18 に 28 万円で購入 68,000 円 

原付オートバイ 1 ヤマハ・ジョグ（アプリオ） 2 万円 

普通自動車 1 ホンダ・インテグラ 平成 8 年製 10 万円 

普通自動車 1 トヨタ・コロナ 1,600cc 平成 7 年 7 月購入 8 万円 

普通自動車 1
トヨタカリーナ 1,500cc 平成 9 年型 車検

H22 年 1 月末  
22 万円 

普通自動車 1
日産・ブルーバード 1,800cc 平成 6 年製，

ナビ・TV・CD･DVD 付 
応談 

◎求めます 

食器棚、チャイルドシート（新生児用）、トロンボーン、お琴、ピアノ（アップ

ライト）、電動コンクリートミキサー、軽トラック、三輪車、子犬（小型犬・オ

ス）、紬締め機（一式、エアコンプレッサー付）、さき織機、電動アシスト自転

車 

リ サ イ ク ル 情 報 H20.3.13 現在 

【問合せ先】市民課市民生活係（52-1111 内線 715・716） 

児
童
扶
養
手
当
を 

受
給
し
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ 

平
成
20
年
4
月
よ
り
、 

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
（
認

定
の
請
求
を
し
た
日
に
お
い
て
3
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る

受
給
資
格
者
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
児
童
が
3
歳
に
達
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
）
を
経
過
す
る
と

き 

・
手
当
の
支
給
用
件
に
該
当
す
る
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
起
算

し
て
7
年
を
経
過
し
た
と
き 

に
該
当
す
る
方
は
、
手
当
の
一
部
を
支
給
停
止
す
る
事
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
一
部
支
給
停
止
措
置
が
適
用
さ
れ
な
い
事
由
を
定
め

る
政
令
、
及
び
省
令
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、 

①
就
業
し
て
い
る 

②
求
職
活
動
そ
の
他
自
立
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
る 

③
受
給
者
が
障
害
状
態
に
あ
る 

④
受
給
者
が
負
傷
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
就
業
す
る
事
が
困
難
で

あ
る 

⑤
児
童
又
は
親
族
の
介
護
を
行
っ
て
い
る 

な
ど
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
は
、
一
部
支
給
停
止
措
置
の
適
用
除

外
の
決
定
を
行
い
ま
す
（
手
当
の
減
額
を
行
い
ま
せ
ん
）
。 

該
当
す
る
方
に
は
、
証
明
書
類
等
の
様
式
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の

で
、
よ
く
お
読
み
に
な
っ
て
提
出
し
て
下
さ
い
。 

な
お
、
手
当
の
一
部
支
給
停
止
措
置
適
用
対
象
者
が
申
請
等
を
行

わ
な
い
場
合
に
は
手
当
額
は
約
１/

２
に
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

（
お
問
合
せ
先
） 

 

名
瀬
地
区 

福
祉
政
策
課
児
童
係
（
５
２
―
１
１
１
１
内
線
６
０
７
） 

住
用
地
区 

保
険
福
祉
課
福
祉
係 

℡
６
９
―
２
１
１
１ 

笠
利
地
区 

い
き
い
き
健
康
課
福
祉
係 

℡
６
３
―
２
２
９
９ 

妊婦健診受診票についてのおしらせ 
市では、妊娠届をされた方に対し妊婦健診受診票を交付していますが、４月から下のとおり変

更いたします。（これは定期の妊婦健診に対し受診料金を補助するものです。） 
平成 19 年度  平成 20 年度 

一般健診 2 回・精密健診 1 回  一般健診 5 回 
3 月までに母子健康手帳を交付された方で、出産予定日による該当者には追加の受診票 3 回分

を郵送いたします。再交付はできませんのでご注意ください。 
お問合せ先：奄美市健康増進課 予防係℡52－1111 内線 685・686 

奄美市有料広告についてのご案内 
奄美市では、自主財源の確保、地元企業の振興を図るため、広報紙、ホームページ、市内各施設

等を利用した広告を募集しています。この機会に、あなたの会社や事業所を宣伝してみませんか。

広告を掲示・掲載できるものは下記のとおりです。 

広 告 媒 体 広 告 料 金 等 お 問 合 せ 先 

奄 美 市 広 報 紙 へ の 広 告 1枠 18,900 円 企画調整課（内線 313） 

奄 美 市 ホ ー ム ペ ー ジ へ の 広 告 5,250 円～10,500 円 〃 

奄 美 市 封 筒 へ の 広 告 お問い合わせください 管財課（内線 661） 

庁舎玄関及びエレベーターマットへの広告 〃 〃 

市 営 住 宅 へ の 壁 面 広 告 21,000 円、15,750 円 建築住宅課（内線 211） 

庁 舎 有 料 広 告 お問い合わせください 市民課(123)、税務課(111)

名 瀬 総 合 体 育 館 へ の 看 板 広 告 〃 生涯学習課（内線 727） 

入 館 券 ・ リ ー フ レ ッ ト 広 告 〃 文化課 54-1210 

振 興 会 館 へ の ポ ス タ ー 広 告 〃 開発公社 54-1211 



 奄美市だより 平成 20 年 4 月号                                                  (10) 

― 

四
月
詠 

― 

（
新
南
風
俳
句
会
） 

受
験
期
や
詰
襟

つ
め
え
り

の
子
の
無
口
勝
ち 

 
 
 

田
川
和
江 

車
輪
梅

し
ゃ
り
ん
ば
い

親
子
二
代
の
染
め
物
師 

 
 
 
 

中
吉
頼
子 

艶
や
か
な
紬
の
里
の
車
輪

し
ゃ
り
ん

梅ば
い 

 
 
 
 
 

野
田
鉱
一 

（
蕗
奄
美
俳
句
会 

宮
之
原
公
子
選
） 

こ
れ
か
ら
は
凛り

ん

と
生
き
ね
ば
白
木
蓮

は
く
も
く
れ
ん 

 
 

中
川
正
子 

フ
リ
ー
ジ
ア
香か

お

る
過
疎
地
の
通
学
路 

 
 

向
井
エ
ツ
子 

３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選
び
、

ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

①
ヤ
ス
デ
を
焼
く
と
発
生
す
る
の
は
何
？
（
ヒ
ン

ト
１
ペ
ー
ジ
） 

Ａ
…
水
蒸
気 

Ｂ
…
青
酸
ガ
ス 

 

Ｃ
…
天
然
ガ
ス 

②
石
油
は
あ
と
何
年
で
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
？
（
ヒ
ン
ト
４
ペ
ー
ジ
） 

Ａ
…
４
０
年 

Ｂ
…
５
０
年 

Ｃ
…
６
０
年 

③
狂
犬
病
予
防
法
で
、
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
犬
は
生
後
何
日
以
上
？
（
ヒ
ン
ト
８
ペ
ー
ジ
）

Ａ
…
３
１
日
以
上 

Ｂ
…
６
１
日
以
上 

 

Ｃ
…
９
１
日
以
上 

■
応
募
方
法 

 

ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例 

①
―
Ａ
）
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
と
、
面
白
い
話
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
人
に
日
本
エ

ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
券
（5

割
引
）
、10

人
に5

0
0

円
の
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
宛
先 

〒8
9
4-
8
5
5
5
 

奄
美
市
名
瀬
幸
町

2
5
-
8
 

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係 

■
締
め
切
り 

4
月
15
日
（
火
）
消
印
有
効 

■5

月
号
の
正
解 

①
―
Ａ 

②
―
Ａ 

③
―
Ｂ

（
83
通
中
82
通
正
解
） 

 

抽
選
で
下
記
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

●
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
割
引
券

（
１
人
） 

坂
井
み
か
ず
さ
ん
（
名
瀬
浜
里
町
） 

●
５
０
０
円
の
図
書
券
（
10
人
） 

岩
元
タ
ツ
エ
さ
ん
（
笠
利
町
宇
宿
）
、
栄
友
美
花

さ
ん
（
笠
利
町
節
田
）
、
名
越
忠
博
さ
ん
（
名
瀬

小
宿
）
、
濱
口
信
代
さ
ん
（
名
瀬
朝
日
町
）
、
林
亜

夢
さ
ん
（
住
用
町
役
勝
）
、
前
田
さ
お
り
さ
ん
（
名

瀬
平
松
町
）
、
村
田
ヤ
ス
子
さ
ん
（
名
瀬
平
田
町
）
、

森
清
光
さ
ん
（
名
瀬
朝
仁
）
、
森
山
真
弓
さ
ん
（
名

瀬
佐
大
熊
町
）
、
山
崎
た
か
し
さ
ん
（
名
瀬
仲
勝
）

■
年
末
に
大
島
紬
村
を
訪

ね
ま
し
た
。
大
島
紬
の
各
工

程
を
説
明
を
聞
き
な
が
ら

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

着
物
に
な
る
ま
で
の
い
く

つ
も
の
工
程
―
そ
の
複
雑

に
改
め
て
驚
き
、
奄
美
に
し

か
な
い
こ
の
す
ば
ら
し
い

特
産
物
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

（
19
歳
男
性
） 

■
先
日
久
し
ぶ
り
に
古
田

町
の
新
川
沿
い
を
散
歩
し

ま
し
た
。
歩
い
て
い
る
と
い

ろ
ん
な
発
見
が
あ
り
、
楽
し

く
散
歩
し
ま
し
た
。
新
川
が

き
れ
い
に
な
っ
て
お
り
、
カ

メ
・
コ
イ
・
カ
モ
…
が
た
の

し
そ
う
に
お
よ
い
で
お
り
、

の
ど
か
な
風
景
に
心
が
あ

ら
わ
れ
ま
し
た
。
（

50

歳

女
性
） 

■
ぼ
く
は
学
校
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
必
ず
勉
強
し
て

か
ら
遊
び
に
行
き
ま
す
。
で

も
、
ほ
と
ん
ど
勉
強
が
終
わ

ら
な
い
の
で
遊
び
に
行
け

ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し
ょ

う
ね
?!
（
10
歳
男
の
子
）

■
最
近
、
孫
と
お
が
み
山
登

り
を
し
た
り
散
歩
を
し
た

り
…
雨
が
あ
が
っ
て
心
地

良
い
天
気
に
な
り
ま
し
た

ね
。
ツ
バ
サ
を
と
っ
て
き
て

皮
む
き
を
さ
せ
た
ら
主
人

（
79
歳
）
よ
り
孫
（
５
歳
）

の
ほ
う
が
ず
っ
と
役
に
立

ち
ま
し
た
。
（
67
歳
女
性
）

■
奄
美
に
来
て
一
年
に
な

り
ま
す
。
毎
日
元
気
に
楽
し

く
学
校
で
す
ご
せ
て
本
当

に
嬉
し
い
し
、
先
生
も
お
友

達
も
大
好
き
で
す
。
奄
美
の

良
い
所
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

私
に
合
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
も
っ
と
奄
美
を
大
好

き
に
な
っ
て
真
の
奄
美
っ

子
に
な
る
ぞ
！
（
９
歳
女
の

子
の
母
） 

■
も
う
す
ぐ
卒
園
式
で
す
。

も
う
想
像
し
た
だ
け
で
今

ま
で
の
事
が
思
い
出
さ
れ

ウ
ル
ウ
ル
。
当
日
は
ど
う
な

る
事
や
ら
…
。
も
う
少
し
で

夏
で
す
。
御
殿
浜
公
園
の

“
フ
ン
ス
イ
”
水
は
入
ら
な

い
の
で
す
か
？
（
６
歳
男
の

子
の
母
） 

■
中
学
校
の
卒
業
式
が
終

っ
た
後
、
毎
年
恒
例
だ
け

ど
、
必
ず
小
学
校
に
来
ま

す
。
小
学
校
は
ま
だ
授
業
中

な
の
に
、
自
分
が
、
６
年
生

か
、
ま
だ
い
る
先
生
に
会
い

に
来
る
子
供
達
が
い
ま
す
。

学
校
の
先
生
を
し
て
い
て
、

子
供
た
ち
が
節
々
で
来
た

時
、
先
生
と
い
う
職
業
に
と

て
も
う
れ
し
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
の
子
供
達

が
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
ま
す
。
（

51

歳
男

性
） 

■
夫
婦
で
同
じ
日
に
カ
ゼ

を
ひ
い
て
、
少
し
元
気
の
あ

る
人
が
食
事
を
作
る
こ
と

に
な
り
、
寝
た
フ
リ
し
て
ま

し
た
。
も
う
二
人
と
も
元
気

で
す
。
（
58
歳
女
性
） 

■
高
校
で
も
う
す
ぐ
卒
業

式
が
あ
り
ま
す
。
来
年
は
私

も
卒
業
す
る
ん
だ
と
思
う

と
、
入
学
式
か
ら
も
う
こ
ん

な
に
た
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
（
17
歳
女
子
） 

お
便
り 紹

介

春の地域安全運動 
◇実施期間  平成 20 年 4 月 6 日（日）～平成 20 年 4 月 20 日（日）
◇運動の重点 
①子どもの犯罪被害防止 
・被害に遭ったら防犯ブザーを鳴らして周囲の人に知らせましょう。
・夜間は，人通りの多い明るい道を選びましょう。 
②住宅を対象とする侵入犯罪の防止 
・家の玄関や窓などにはツーロック（二重の施錠）をしましょう。
・家を留守にするときは，ちょっとの間でもかぎをかけ，隣への声か
けをしましょう。 
・ふだんから近所づきあいを大切にして，見かけない人には，積極的
にひと声かけましょう。 
③自転車の盗難防止 
・自転車は防犯登録し，ワイヤー錠等で二重ロックしましょう。（防
犯登録の有効期限は 7 年） 
・オートバイはグッドライダー登録をし，ハンドルロックをしましょ
う。 
・車を離れるときはかぎを抜いてドアロックし，車内に貴重品を置か
ないようにしましょう。 
④振り込め詐欺の防止 
・安易に支払をしません。 
・相手と連絡を取りません。 
・個人情報を教えません。 

奄美大島防犯団体連絡協議会、奄美警察署 

 環境省・税関合同シンポジウム 

奄美発 地球との共生 
～世界との接点 税関～ 

 

 九州発，地球との共生＝世界との接点 税関－ の連続シ

ンポジウムの一環として，標記シンポジウムを次のとおり開

催いたします。 

１、主催者：長崎税関，環境省九州地方環境事務所 

２、日 時：平成 20 年 4月 19 日（土） 

午後 1時 30 分～午後 4時 15 分 

３、場 所：奄美観光ホテル 

４、内 容：講演①「奄美発自然との共生」 

（講師＝鹿児島大学学長補佐 小野寺 浩氏） 

講演②「世界との接点 税関」 

（講師＝財務省関税局長 青山 幸恭氏） 

パネルディスカッション，意見交換 

５、参加料：無料 

６、定 員：200 人 

７、申込期間：3月 17 日（月）～4月 17 日（木）まで 

８、申込方法：はがき，ＦＡＸ，電子メール（ホームページ

からも申込可） 

     URL http://www.customs.go.ip/nagasaki/  

     E-mail 

soumu_choseikan@nagasaki-customs.go.jp 

 （申込先・お問い合わせ先） 

  長崎税関鹿児島税関支署総務課 担当：五反田 

   ℡099-260-3125 Fax099-269-8929  

自
主
防
災
組
織
「
朝
日
町
防
災
会
」
発
足
！ 

 
今
年
、
2
月
20
日
に
朝
日
町
で
、
名
瀬
地
区
に
お
い
て
は
9
年
ぶ
り
と
な
る

自
主
防
災
組
織
「
朝
日
町
防
災
会
」
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
梅
雨
、
台
風
期
を

前
に
結
成
出
来
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
朝
日
町
防

災
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
機
関
等
の
公
共
機
関
だ
け
で
は
、
十
分

な
救
出
活
動
が
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
自
主
防
災
組
織

が
防
災
活
動
を
取
り
組
む
こ
と
で
、
有
効
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
被
害
を
最

小
限
に
で
き
ま
す
。 

今
月
は
、
現
在
奄
美
市
に
お
い
て
結
成
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
組
織
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
自
主
防
災
組
織
が
な
い
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
早

期
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
名
瀬
地
区 

崎
原
防
災
会
、
有
良
防
災
会
、
柳
町
第
７
自
治
会
防
災
会
、
小
宿
町
内
会
防
災

会
、
知
名
瀬
防
災
会
、
浦
上
防
災
会
、
芦
花
部
防
災
会
、
根
瀬
部
防
災
会
、
宮

久
田
防
災
会
、
朝
仁
防
災
会
、
里
防
災
会
、
小
俣
防
災
会
、
小
湊
防
災
会
、
朝

日
町
防
災
会 

▼
住
用
地
区 

川
内
防
災
会
、
見
里
防
災
会
、
城
防
災
会 

▼
笠
利
地
区 

赤
木
名
里
防
災
会
、
中
金
久
防
災
会
、
外
金
久
防
災
会
、
佐
仁
防
災
会
、
用
防

災
会
、
笠
利
１
区
防
災
会
、
笠
利
２
区
防
災
会
、
笠
利
３
区
防
災
会
、
辺
留
防

災
会
、
須
野
防
災
会
、
須
野
崎
原
防
災
会
、
宇
宿
防
災
会
、
城
間
防
災
会
、
万

屋
防
災
会
、
和
野
防
災
会
、
節
田
防
災
会
、
土
浜
防
災
会
、
用
安
防
災
会
、
喜

瀬
１
区
防
災
会
、
喜
瀬
２
区
防
災
会
、
前
肥
田
防
災
会
、
手
花
部
防
災
会 

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は 

名
瀬
総
合
支
所
総
務
課
安
全
安
心
係 

５
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
２
４
、
３
２
５
） 

住
用
総
合
支
所
地
域
総
務
課
６
９
―
２
１
１
１ 

笠
利
総
合
支
所
地
域
総
務
課
６
３
―
１
１
１
１ 

奄美市の火災概況（平成 20 年 2 月末） 
１、出火件数 

 
平成 20 年
（Ａ） 

平成 19 年
（Ｂ） 

Ａ－Ｂ 

総出火件数（件） 5 3 2 

建物 3 2 1 

林野 0 0 0 

車両 0 0 0 

船舶・航空機 0 0 0 

内訳

その他 2 1 1 

２、出火原因別発生件数 

平成 20 年：①たばこ 2件、②こんろ・たき火火入れ各 1件 
平成 19 年：①配線器具・マッチライター火入れ各 1件 

３、損害の状況 

 
平成 20 年
（Ａ） 

平成 19 年
（Ｂ） 

Ａ－Ｂ 

焼損棟数（棟） 5 4 1 

り災世帯（世帯） 3 3 0 

り災人員（人） 4 9 -5 

建物焼損面積（㎡） 90 161 -71 

損害額（千円） 10,043 3,375 6,668 

４、死傷者の状況 

 
平成 20 年
（Ａ） 

平成 19 年
（Ｂ） 

Ａ－Ｂ 

死者（人） 0 0 0 

負傷者（人） 0 0 0 



 
(11)                                                  奄美市だより 平成 20 年 4 月号 

住用総合支所からのお知らせ 

巡回区域 日・曜日 

住用小中学校校区 8 日（火）、22 日（火） 

東城小中学校校区 

古見方へき地保育所 
9 日（水）、23 日（水） 

市小中学校校区 10 日（木）、24 日（木）

移動図書館車「ひるぎ号」の、4 月の日程は次のと

おりです。是非、ご利用ください。 

移動図書館車 
「ひるぎ号」のお知らせ

4 月の集合徴収日程 
4 月分の集合徴収の日程は、下記のとおりとなっていま

す。ご協力お願いいたします。4月は、平成 20 年度課税分

の軽自動車税と平成 19 年度課税分の市税（個人市県民税・

固定資産税・軽自動車税）及び国民健康保険税・介護保険

料並びにその他使用料等となっています。 

また過年度滞納分についても徴収いたしますのでご協力

をお願いいたします。 

日・曜日 午  前 午  後 

22 日（火）市、山間、西仲間
戸玉、下役勝、上役勝、

中役勝、石原、東仲間 

23 日（水）見里、川内、城 摺勝、和瀬 

 ※当日の詳しい徴収時間につきましては、事前に集落の

放送等でご案内させていただきます。 

4 月行事予定 

日 曜 行     事 
1 火 燃やせるゴミ（住用町全域） 
2 水 燃やせないゴミ（住用町全域） 
4 金 燃やせるゴミ（住用町全域） 

7 月 
し尿汲取り（市・戸玉・山間）生涯学習講座（公
民館講座）受付開始（受付期間４月２０日まで）

8 火 
し尿汲取り（役勝・西仲間・石原）、燃やせる
ゴミ（住用町全域）乳幼児健診・幼児歯科健診
（住用公民館） 

9 水 
古紙類分別収集（住用町全域）住用健康教室「よ
らおう会」（川内生活館） 

10 木 し尿汲取り（見里・東仲間・川内） 

11 金 
し尿汲取り（摺勝・城・和瀬）、燃やせるゴミ
（住用町全域） 

13 日 朝市（(有)サン奄美前） 

15 火 
燃やせるゴミ（住用町全域）住用健康教室「は
まゆう会」（城公民館） 

16 水 
燃やせないゴミ（住用町全域）住用健康教室「山
間いきいき運動教室」（山間体育館） 

17 木 
精神デイケア「でぃーでぃーでぃー」（住用公
民館） 

18 金 燃やせるゴミ（住用町全域） 

19 土 
資源ゴミ（ペットボトル・ビン類）分別収集（住
用町全域） 

22 火 燃やせるゴミ（住用町全域） 
23 水 古紙類分別収集（住用町全域） 
25 金 燃やせるゴミ（住用町全域） 
29 火 燃やせるゴミ（住用町全域） 
30 水 燃やせないゴミ（住用町全域） 

※（ ）内の地区名は各集落公民館や東城コミュニティ
センター、山間体育館を示しています。 

※各種検診の場所・時間等は、郵送にて対象者へお知ら
せいたしますのでご確認ください。 

3
月
3
日
（
月
）
第
39

回
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 
 
 

普
通
科
23
名
、
情
報
処
理

科
23
名
、
計
46
名
の
生
徒

が
、
牧
野
信
市
校
長
か
ら
卒

業
証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
校
長
式
辞
で
は
、
今
年

度
の
卒
業
生
に
つ
い
て
、
進

学
や
就
職
試
験
に
向
け
て
、

進
路
が
決
定
し
た
生
徒
た

ち
が
率
先
し
て
後
に
続
く

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
面
接
練

習
を
し
て
い
た
様
子
に
触

れ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
す
ば

ら
し
い
学
年
だ
っ
た
と
い

う
印
象
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
偽
物
が
あ
ふ
れ
か

え
る
世
の
中
で
、
本
物
を
見

分
け
る
た
め
に
は
、
自
分
を

生活保護支給日 
小・中学校入学式 
始業式 
大島北高校入学式 
母子検診 
幼稚園始業式 
ふれ愛会 
幼稚園入園式 
歯科検診 
民生委員定例会 
乳幼児健診 
ふれ愛会 

次の方から奄美市社会福祉協議

会笠利支所へご寄付を頂きましたの

で、芳名を記載し誠意を表します。 

○大山實二様（節田） 

 亡妻キヨ様の香典返しとして 

金一封 

○平田秀子様（辺留） 

亡夫久様の香典返しとして 

金一封 

○竹田トキエ様（喜瀬１区） 

亡夫哲二様の香典返しとして 

金一封 

○西 百合子様（外金久） 

 亡夫忠重様の香典返しとして 

金一封 

○萩原ヨツ子様（崎原） 

亡夫光義様の香典返しとして 

金一封 

笠利総合支所からのお知らせ 

研
鑽
・
研
磨
す
る
こ
と
が
必

要
だ
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
送
辞
で
は
、
二
年
生
の

津
止
仁
美
さ
ん
が
、
「
先
輩

た
ち
の
よ
う
に
、
後
輩
に
自

然
に
寄
り
添
え
る
先
輩
に

な
り
た
い
」
と
述
べ
、
答
辞

で
は
、
前
生
徒
会
長
の
緑
川

菜
々
さ
ん
が
、
地
域
の
方
々

や
18
年
間
育
て
て
く
れ
た

卒

 
 

業

4 月行事予定 

ご寄付 

3 日（木） 

7 日（月） 

 

8 日（火） 

 

9 日（水） 

 

10 日（木） 

14 日（月） 

15 日（火） 

16 日（水） 

23 日（水） 

ふ
る
さ
と
の
学
舎 

大
島
北
高
100 

平成 19 年度住用地区 
スポーツ少年団交流会開催 

 日頃は、各スポーツ少年団で活発な活動を行っており、

地区全体の団相互の交流を持つ機会がないため、地区内の

スポーツ少年団が一堂に会し、親睦を深める目的で、「平

成19年度住用地区スポーツ少年団交流会」が、3月1日（土）

奄美体験交流館で開催されました。 

当日は、スポーツ少年団団員・指導者・保護者約 45 人

が参加し、ゲーム・交流会などを通して、親睦を深めてい

ました。 

また、交流会終了後は、役員・指導者・保護者による情報

交換会も開催され、お互いの団が抱える課題や利点など発

表し、活発な意見交換が行われていました。 

第 10 回住用町青少年 
健全育成推進大会開催 

今回、社会教育団体の関係者が一堂に会し、日頃の青

少年との関わりで感じている事を情報交換することによ

り、今後の青少年健全育成推進についての新たな方向性

を見い出す目的で、第 10 回住用町青少年健全育成推進大

会が、2月 24 日（日）住用公民館で開催されました。 

当日は、4 分科会に分かれての事例発表・研究協議、

東城小学校 6 年菊野浩介くん「初めてのスキー体験」住

用小学校 6 年福山龍仁くん「住用ライオンズをふりかえ

って」市小中学校全学年による「地域ぐるみの子ども会

活動」と題しての体験発表、瀬戸内町立篠川小中学校常

深透校長先生による「愛されるために生まれてきたあな

たへ」と題しての講演会などが行われ、活発な意見交換

が展開されるなど、団体間相互の交流も盛んに行われ、

大変有意義な大会となりました。 

笠
利
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
業
記
念
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
お
別
れ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催 

平
成
19
年
度
、
最
後
の
大
会
と
な
る
卒
業
記
念
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
2
月

23
日
（
土
）
、
宇
宿
漁
港
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ａ
・
Ｂ
級
に
各
3

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
多
く
の
保
護
者
の
声
援
を
受
け
、
総
当
た
り
戦
で
競
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
3
月
1
日
（
土
）
、
太
陽
が
丘
総
合
体
育
館
に
お
い
て
お
別
れ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
Ａ
級
6
チ
ー
ム
Ｂ
級
4
チ
ー
ム
が
出
場
、 

Ａ
級
決
勝
で
は
緑
が
丘
が
、エ
ー
ス
山
田
魁
史
選
手
の
ア
タ
ッ
ク
な
ど
で
圧
倒
的

な
強
さ
を
み
せ
優
勝
、
Ｂ
級
で
は
節
田
Ｂ
が
全
勝
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

ご入学 

おめでとうございます
～今年の新 1 年生は 55 名～ 
今年は 4 月 7 日に各小学校で入学式

が行なわれます。3月 1日付けで笠利教

育支所がまとめた新入生は 55人で昨年

より 2名の減となっています。 

学校別入学予定者数は次のとおりで
す。 
○赤木名小学校 

（男 8人／女 11 人）計 19 人 
○笠利小学校 

（男 9人／女 4人）計 13 人 
○節田小学校 

（男 3人／女 2人）計 5人 
○緑が丘小学校 

（男 3人／女 0人）計 3人 
○宇宿小学校 

（男 0人／女 3人）計 3人 
○手花部小学校 

（男 3人／女 3人）計 6人 
○屋仁小学校 

（男 0人／女 2人）計 2人 
○佐仁小学校 

（男 2人／女 2人）計 4人 

ひ
と
り
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
を
授
与

式後、46 名そろって 

Ａ
級
優
勝
の
緑
が
丘

お
別
れ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

【
Ａ
級
】
優
勝 

緑
が
丘 

 

②
節
田
Ａ 

③
笠
利
Ａ
・
手
花
部 

【
Ｂ
級
】
優
勝 

節
田
Ｂ 

 

②
赤
木
名 

③
笠
利
Ｂ 

卒
業
記
念
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

【
Ａ
級
】
優
勝 

赤
木
名
Ａ 

 

②
笠
利
Ａ 

③
宇
宿
Ａ 

【
Ｂ
級
】
優
勝 

笠
利
Ｂ 

 

②
赤
木
名
Ｂ 

③
宇
宿
Ｂ

ナ
イ
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

Ｂ
級
優
勝
の
節
田 

交流会に参加した子供たち 

講演会の様子 

分科会の様子 

両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
た
後
、
後
輩
に
対
し
て

は
「
『
何
か
を
し
よ
う
』
と

考
え
て
今
を
過
ご
さ
な
け
れ

ば
何
も
残
ら
な
い
」
と
激
励

の
こ
と
ば
を
、
三
年
間
を
共

に
し
た
友
達
に
は
「
『
あ
り

が
と
う
』
や
『
ご
め
ん
』
と

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

学
ん
だ
の
は
み
ん
な
と
過
ご

し
た
こ
の
場
所
で
し
た
」
と
、

感
謝
の
こ
と
ば
を
声
を
詰
ま

ら
せ
な
が
ら
語
り
、
聞
く

人
々
の
感
動
を
誘
い
ま
し

た
。 

 

本
校
に
残
し
た
実
績
に
ふ

さ
わ
し
く
、
最
後
ま
で
立
派

な
態
度
で
卒
業
式
は
終
了
し

ま
し
た
。 

今
後
の
人
生
に
、
幸
多
か

れ
と
願
い
ま
す
。



第
二
回
笠
利
地
区
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
・

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月
７
日
（
日
）
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
赤
木

名
中
・
大
島
北
高
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
や
寸
劇
、

島
唄
、
八
月
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
多

く
の
市
民
が
訪
れ
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
交
通
事
故
防

止
、
飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
意
識
を
高
め
た
。
ま

た
、
寸
劇
で
は
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

交
通
安
全

　

市
民
の
つ
ど
い
開
催

　

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
は

町
の
宝
、
み
ん
な
で
こ
の
子
た
ち
に
誇

れ
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

か
の
ん

吉
原
花
音
ち
ゃ
ん

平
成
19
年
１
月
25
日

大
剛
（
外
金
久
）

平成 19 年度自衛隊新規入隊者壮行会開催 両中学校で６０回の節目の卒業式

【
壮
行
会
の
様
子
】

⇒
川　

翔
太　

（
用
安
）

（
陸
上
自
衛
隊
一
般

曹
候
補
生
）

⇒
新
納　

龍

（
外
金
久
）

（
海
上
自
衛
隊
一
般
曹

候
補
生
）

⇒
田
中　

健
太

（
用
安
）

（
航
空
自
衛
隊
一
般
曹

候
補
生
）

⇒
山
田　

駿

（
名
瀬
）

（
陸
上
自
衛
隊
生
徒
）

【みんなで記念撮影】

【赤木名中学校】

【笠利中学校】

【節分にちなんで】

【もも太郎と金太郎】

３
月
７
日

（
金
）
、
笠
利
公

民
館
に
お
い
て
、
自
衛
隊
新
規

入
隊
者
４
名
の
壮
行
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

笠
利
町
自
衛
隊
父
兄
会
の
皆

さ
ん
と
関
係
機
関
職
員
が
参
加

３月１３日 （木） に両中学校で卒業式が行われました。 赤木
名中学校 （山倉重一郎校長） ５５名、 笠利中学校 （屋田伸仁
校長） ２６名の卒業生でした。 凛とした姿で卒業証書授与をす
る姿に目を潤ませる保護者も、 また、 卒業生と在校生 「旅立ち」
の合唱では３年間学んだ校舎、 友、 恩師との別れに涙する姿
が印象的でした。 “念ずれば花開く” 卒業おめでとう !!

れ
ん
と

榮　

蓮
人
ち
ゃ
ん

平
成
19
年
３
月
19
日

力
夫
（
節
田
）

あ
や
な

有
川
彩
菜
ち
ゃ
ん

平
成
19
年
３
月
４
日

衛
（
中
金
久
）

写真左から
川　翔太　（用安）
（陸上自衛隊一般曹候補生）
新納　龍 （外金久）
（海上自衛隊一般曹候補生）
田中健太 （用安）
（航空自衛隊一般曹候補生）
山田　駿 （名瀬）
（陸上自衛隊生徒）

す
る
な
か
、
新
規
入
隊
者
一
人

ひ
と
り
か
ら

「
不
安
と
夢
で
一

杯
で
す
が
、
社
会
の
た
め
に
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。
」
と
抱
負

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

が
ん
ば
れ
、
新
規
入
隊
員
！

第
20
回 

住
用
地
区
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

【遠歩大会の様子】

澤 華楓ちゃん
平成 18 年 10 月 2 日
父　幸樹
母　美春
（川内）
いつもニコニコ元気で

明るい子に育ってね。

　（父 ・ 母より）

かえで

「
全
員
歩
い
た
ぞ
！

 

市
校
区
遠
歩
大
会
」

「市校区遠歩大会」が、 ２月１７
日 （日） に開催されました。今年
の遠歩大会は天候にも恵まれ、
小さい子供からお年寄りまで校
区上げての遠歩大会に約 60 人
が参加しました。それぞれのペー

スで植物図鑑などを手に自然観
察を行いながら往復 10km （市集
落～青久頂上） の道のりを全員
が完歩しました。またゴール後は
PTA のお母さん方が準備したぜ
んざいで疲れを癒していました。

はやし みろく

林　美緑ちゃん
平成１９年４月６日
父　拓郎　　母　早苗　（川内）
いつもニッコリ笑顔ありがとう。
モリモリ食べて大きく大きく
育ってね。
（母より）

もりしま ひろと

盛島　広翔ちゃん
平成１９年４月５日
父　秀一　 母　ひろみ　（西仲間）
すくすくと大空を羽ばたくように
育ってほしい　
　（父 ・ 母より）

なかお りん

中尾　凛ちゃん
平成１９年４月 16 日
父　玄昌　　母　智子　（山間）
元気に 1 歳を迎える事ができ、
本当にうれしいです。生まれて
きてくれてありがとう。これからも
よろしくね。
（父 ・ 母より）

第
二
回
笠
利
地
区
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
・

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月
７
日
（
日
）
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
赤
木

名
中
・
大
島
北
高
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
や
寸
劇
、

島
唄
、
八
月
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
多

く
の
市
民
が
訪
れ
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
交
通
事
故
防

止
、
飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
意
識
を
高
め
た
。
ま

た
、
寸
劇
で
は
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

【舞台発表の様子】【作品展示の様子】
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●
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●
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奄美市だより　平成 20 年 4 月号 （12）

ま ち の 話 題
名瀬

住用

笠利

第
３
０
回
笠
利
地
区
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
っ
ぽ
ん
丸

　

寄
港
セ
レ
モ
ニ
ー

　元気な明るい女の子に育ってね !!

父　隼仁　　　母　恵梨香　（佐大熊町）

掲載を希望される方は、お気軽に広報係まで

ご連絡ください。℡： 52-1111（内線 313）

あんぜん ・ あんしんメール登録方法
　 携帯電話で、amami-borhan@po5.synapse.ne.jp（右
の QR コードをご利用ください） 宛てに①居住地の市
町村名②お名前③職業又は団体等 （例、○○小学
校、○○役場、会社員など）④連絡先（携帯電話の番

号） を書き込んだメールを送信してください。登録完
了後あんぜん ・ あんしんメールの配信を行います。
※空メールでは登録されません。
※ＰＣのメールを受信できるように設定してください。
奄美大島防犯団体連絡協議会 TEL:53-0110 (300）

訂正とお詫び

先月号の榮　來夢ちゃんの保護者名

（一樹） に訂正してお詫びいたします。

奥 りのあちゃん

飛鳥Ⅱ寄港セレモニー

名瀬・住用地区生涯学習講座閉講式

議会ってどんなところ？

【やんご祭り】

【紬着用率は34 .1％でした】

【Come（カン）モーレ市場】 11
月
17
日
～
25
日
、
第
32
回
市
民
文

化
祭
が
、
11
月
24
日
に
第
２
回
ま
な
び
フ
ェ

ス
タ
が
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー

（
奄
美
振
興
会

館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
文
化
祭
で

は
、
踊
り
や
演
奏
な
ど
の
多
彩
な
舞
台
発

表
と
作
品
展
示

３
月
14
日
（
金
）
、
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
～
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
島
内

・

島
外
企
業
の
出
会
い
の
場
、
奄
美
か
ら
環

境
産
業
の
創
出
を
～
を
テ
ー
マ
に

「
産
業

ク
ロ
ス
リ
ン
ク
in
奄
美
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
特
別
講
演
や
企
業

・
研
究
者
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
、
ブ
ー
ス
展
な
ど
が
あ
り
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開
発

事
業
に
よ
り
生
ま
れ
た
黒
糖
焼
酎
も
ろ
み

エ
キ
ス
を
使
っ
た
化
粧
品
も
公
開
さ
れ
ま
し

た
。

南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会

・

大
島
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

（
西
平
功
会
長
）
は
、

型
破
り
・
ま
ち
お
こ
し
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
静

岡
県
庁
マ
ン
（
松
本
芳
廣
氏
、
溝
口
久
氏
、

杉
山
和
範
氏
）
を
招
へ
い
し
、
３
月
15
日

（
土
）
、
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
奄
美

発
！
蕎
麦

（
そ
ば
）
打
ち
サ
ロ
ン
塾
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

『
そ
ば
打
ち
実
習
会
』
で
は
遠
州
そ
ば
に

「ウ
マ
イ
！
初
め
て
本
物
の
そ
ば
を
食
べ
た
」

の
連
発
。
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
塾
』
で
湯

布
院
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
び
、
『
そ
ば
＋
油

ゾ
ー
メ
ン
交
流
会
』で
は
、
麺
同
士
意
気
投

合
！
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。

※

６
～
７
ペ
ー
ジ
に
平
成
20
年
度
生
涯
学
習
講
座
の

案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３月６日（木）、 名瀬小学校の６
年生が、 奄美市議会の様子を見
学しました。傍聴席では、 児童た
ちが真剣に耳を傾けていました。

２月 24 日（日）、 文化センター
において、平成１９年度奄美市名
瀬 ・ 住用地区生涯学習講座閉
講式並びに発表会が行われまし
た。作品展示や舞台発表があり、
受講生たちは学習した成果を披
露しました。

11 月 17 日～ 25

日、 第 32 回市民文

化祭が、 11 月 24 日

に第２回まなびフェス

タ が 奄 美 文 化 セ ン

ター （奄美振興会館）

で開催されました。市

民文化祭では、 踊り

や演奏などの多彩な

舞台発表と作品展示

奄
美
発
！

そ
ば
打
ち
サ
ロ
ン
塾

産
業
ク
ロ
ス
リ
ン
ク
in
奄
美


